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1981年 ★ 福井謙一
受賞理由 ─ 化学反応過程の理論的研究
日本人初のノーベル化学賞を受賞。有機化学反応に
関する「フロンティア軌道理論」を発表。
反応にかかわる電子を特定して反応の結果の予測に
成功した。

2000年 ★ 白川英樹
受賞理由 ─ 導電性ポリマーの発見と開発
プラスチックであるポリアセチレンにヨウ素などを
加えることで，導電性が生じることを発見した。
➡p.216，314

2001年 ★ 野依良治
受賞理由 ─ 触媒を用いた

　不斉水素化反応の開発
有機合成の際に，有用な鏡像異性体の
一方だけをつくり分けるための
効率のよい触媒の開発に成功し，
不斉合成を人工的に実現した。
➡p.209，234，283

2002年 ★ 田中耕一
受賞理由 ─ 生体高分子の同定と構造解析の方法の開発
タンパク質の質量を精密に測定することが可能な
新しい手法を開発した。

2008年 ★ 下村　脩
受賞理由 ─ 緑色蛍光タンパク質「GFP」の

　発見と応用
オワンクラゲから，緑色の蛍光を発する
タンパク質 GFPを分離・生成することに
成功した。
➡p.75

2010年 ★ 鈴木　章 ★ 根岸英一
受賞理由 ─ 有機合成におけるパラジウム触媒による

　クロスカップリング
さまざまな形式の炭素－炭素結合をつくる方法として

「クロスカップリング」という反応を開発した。
➡p.256

ふくい・けんいち
【奈良県生まれ，1918 ～ 1998】
私たちのころは，理科の学生が文科の本を読み，
文科の学生が理科の本を読みました。
若いうちは，これからやろうとする分野とは
逆の勉強もしてみてはどうでしょうか。

しらかわ・ひでき
【東京都生まれ，1936 ～】
子どものころから昆虫採集が好きで，
当時住んでいた岐阜県高山市で
ギフチョウの卵を見つけて持ち帰り，
羽化させたりしました。

のより・りょうじ
【兵庫県生まれ，1938 ～】
中学校入学直前の春休みに，
父親に連れて行かれた講演会で，

「石炭と空気と水からナイロンができる」という
話を聞きました。
化学はすごい，と思いました。

たなか・こういち
【富山県生まれ，1959 ～】
小学校高学年のときの担任の先生は，
化学科卒の若い熱心な先生で，
実験の楽しさ，すばらしさを
教えて下さいました。

しもむら・おさむ
【京都府生まれ，1928 ～ 2018】
若いころは19年間，
家族総出でオワンクラゲを毎夏
5万匹つかまえました。
研究とはそういうものです。

すずき・あきら
【北海道生まれ，1930 ～】
修業時代，私はフィーザーの
教科書(英語版）を33回読みました。
読む度に印をつけて，「正」の字を
重ねていったのです。

ねぎし・えいいち
【旧満州生まれ，1935 ～】
世界に出て行く準備を整え，自分の
高い夢を設定したら，あとはそこに
向かってあきらめずに，徐々に時間
とともに突き詰めていくことです。 

ノーベル化学賞
化学を学んで「希望の星」を目指せ‼

日本人受賞者

次はきみの
番だ！
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198 上部表2

●セラミックス：ceramics●陶磁器：pottery●焼結：sintering●土器：earthenware

3節 セラミックス
表3 　陶磁器の種類

種類

土器 陶器 磁器

原料 粘土 陶土，石英 陶土，石英，長石
燃成温度〔℃〕 700 〜 900 1100 〜 1300 1300 〜 1500

強度 劣る 中間 優れる
打音 濁音 やや濁音 金属音
吸水性 大 小 なし
用途 瓦，植木鉢 タイル，衛生器具 高級食器，絶縁体

セラミックス　二酸化ケイ素やケイ酸塩を主成
分とするケイ砂

しゃ

や粘
ねん

土
ど

などの無機物質を，高熱処理
してつくられた固体材料をセラミックスという。セ
ラミックスをつくる工業は，ケイ酸

さん

塩
えん

工
こう

業
ぎょう

または，
窯
かま

を用いることから窯
よう

業
ぎょう

ともいう。 p.155 ケイ酸塩

セラミックスは，さびない，燃えない，硬
かた

いなど

の特
とく

徴
ちょう

をもち，プラスチック，金属とともに私たち
の生活に欠かせない材料の一つである。
陶磁器　粘土などを水と練

ね

り，成形して乾燥し
た後，高温で焼き固めた（焼成）ものを陶

とう

磁
じ

器
き

とい

う。陶磁器は，素
す

焼
や

き，本焼きと工程が進むにつれ
てしだいに硬くなる。これは，高温にすることで粘
土の粒

りゅう

子
し

が部分的に融
と

け，互いに接着するからであ
る。これを焼

しょう

結
けつ

という。
　陶磁器は，原料，焼成温度などの違いにより，土

ど

器
き

・陶
とう

器
き

・磁
じ

器
き

の3種類に分けられる 表3 。
ガラスの構造　一般のガラスは，主成分のケイ

砂SiO2と，炭酸ナトリウムNa2CO3や炭酸カルシ
ウムCaCO3などからつくられる。これらの混合物

10

15

20

を融
ゆう

解
かい

後，成形し，固化させる。
ガラスは，二酸化ケイ素SiO2の基本構造である

SiO4四面体中のSi－O結合の一部が切れ，そのす
き間にNa+やCa2+が入り込み，不規則な構造を保っ
たまま固まったもので，非

ひ

晶
しょう

質
しつ

（無定形固体）に分
類される。したがって，決まった融点をもたず，加
熱するとしだいに軟

なん

化
か

する。 p.52, 60 非晶質

　観察実験20を行い，ガラスをつくってみよう。

5

SiO4

Na＋，Ca2＋

▲　ガラスの構造
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